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富 

●記念持病「これからの教育」

国
際
会
議
を
控
え
て

東
京
支
部
長

松
沢
美
仁
子

二
十
年
ぶ
り
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
I

F
U
W
国
陽
会
議
を
一
年
後
に
控
え
た
こ

の
大
変
な
と
き
に
、
東
京
支
部
長
を
仰
せ

つ
か
り
約
一
ケ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
身
に

余
る
大
役
に
、
大
学
婦
人
協
会
に
入
会
し

て
ま
だ
五
年
目
の
私
は
、
日
々
戸
惑
い
を

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
と
も
し
び
十
一
号
記
念
特
集
号
」
に

寄
稿
さ
れ
た
創
立
当
時
の
先
輩
方
の
お
話

を
拝
見
し
ま
す
と
、
時
期
的
に
私
の
学
生

時
代
と
重
な
り
ま
す
。
当
時
、
教
室
に
は

暖
房
か
な
く
、
オ
ー
パ
I
を
着
て
譜
表
を

聴
き
ま
し
た
。
津
田
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
国
際
セ
ミ
ナ
I
で
出
さ
れ
た
食

事
は
、
ラ
ラ
物
資
(
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
団

体
か
ら
日
本
な
ど
に
送
ら
れ
た
貧
困
救
済

物
資
)

だ
と
的
き
ま
し
た
。
現
在
と
異
な

り
、
貧
し
く
混
乱
し
て
い
た
あ
の
時
代
に

初
代
会
長
藤
田
た
き
先
生
は
、
日
本
の
民

主
化
に
は
女
性
の
地
位
と
女
子
高
等
教
育

の
向
上
こ
そ
必
要
と
、
J
A
U
W
の
設
立

に
奔
走
さ
れ
た
動
機
を
書
い
て
お
ら
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
諸
先
輩
の
ご
熟
意
に
よ

っ
て
創
立
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
ま
す
と
、

第
二
代
会
長
菅
支
那
子
先
生
の

「
会
貝
は

暖
か
い
人
間
関
係
を
深
め
、
自
分
の
能
力

と
力
量
に
従
っ
て
会
の
た
め
に
協
力
し
、

会
を
推
進
さ
せ
る
力
と
な
る
」
と
い
う
会

の
原
点
は
、
今
も
変
お
ら
ぬ
大
切
な
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

来
年
の
国
際
会
議
に
は
、
先
進
国
の
方

ば
か
り
で
な
く
、
発
展
途
上
国
、
戦
乱
に

巻
き
込
ま
れ
た
国
々
か
ら
も
出
席
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
会
議
の
成
功
に
は
、
東

京
支
部
の
皆
様
の
ご
協
力
が
欠
か
せ
な
い

も
の
と
思
お
れ
ま
す
。
ま
た
、
会
議
に
参

加
さ
れ
な
い
方
の
た
め
に
も
、
支
部
の
行

事
を
ご
満
足
い
た
ゞ
け
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
協
会
と
し
て
、

ま
た
東
京
支
部
と
し
て
、
会
の
目
的
に
そ

っ
て
更
に
発
展
す
る
よ
う
、
支
部
会
貝
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

轢
東
京
支
部
総
会
報
告

一
九
九
四
年
東
京
支
部
総
会
は
、
四
月

二
十
三
日
国
立
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。東

京
支
部
会
貝
殻
六
二
一
名
中
、
出
席

九
七
名
、
委
任
状
提
出
者
三
三
〇
名
で
会

は
成
立
。
会
計
報
告
、
事
業
報
告
に
続
き
、

大
き
な
議
題
で
あ
る
支
部
会
費
増
額
が
提

案
さ
れ
た
。
現
行
の
会
費
で
は
基
本
運
営

費
に
も
満
た
ず
、
千
円
値
上
げ
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
何
と
か
事
業
か
や
っ
て
い
け
る

こ
と
が
、
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
、
満

場
一
致
で
千
円
の
値
上
げ
が
可
決
さ
れ
た
。

一
九
九
四
年
度
予
算
案
、
事
業
計
画
発

表
の
後
、
I
A
U
W
青
木
会
長
か
ら
I
F

U
W
国
際
会
議
に
向
け
て
の
準
備
状
況
の

説
明
と
協
力
に
つ
い
て
の
話
、
ユ
ニ
フ
ェ
ム

日
本
代
表
中
村
道
子
さ
ん
の
話
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
松
沢
美
仁
子
さ
ん

が
新
支
部
長
と
な
ら
れ
、
新
支
部
役
貝
及

び
、
新
支
部
委
貝
の
紹
介
と
と
も
に
、
峯

川
前
支
部
長
よ
り
、
任
期
満
了
の
役
員
と

委
貝
を
含
め
て
の
挨
拶
が
あ
り
、
新
し
い

年
度
の
始
ま
り
に
期
待
す
る
雰
囲
気
の
う

ち
に
閉
会
さ
れ
た
。

記
念
講
演
は
、
前
文
部
大
臣
森
山
嘉
弓

氏
の
「
こ
れ
か
ら
の
教
育
」
を
ホ
ー
ル
い

っ
ぱ
い
の
会
員
が
拝
聴
し
た
。(

吉
田
桂
子
)
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支
部
総
会
記
念
競
演

「
こ
れ
か
ら
の
教
育
」

購
師

森
山
具
弓
氏

(
参
議
院
議
員

元
文
部
大
臣
)

支
部
総
会
後
、
元

文
部
大
臣
森
山
真
弓

氏
は
、
美
し
い
ピ
ン

ク
の
ス
ー
ツ
姿
で
さ

っ
そ
う
と
熱
っ
ぽ
く

話
さ
れ
た
。

氏
が
文
部
大
臣
に

就
任
し
初
め
て
大
臣

室
に
入
っ
た
と
き
、
ま
ず
目
に
つ
い
た
の

か
「
明
治
十
九
年
一
月

森
有
礼
」
と
署

名
さ
れ
た
初
代
文
部
大
臣
の
「
自
警
」
と

書
か
れ
た
額
で
あ
っ
た
。
自
ら
を
戒
め
た

決
意
の
ほ
ど
が
感
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
見
て

襟
を
正
す
思
い
だ
っ
た
。
先
人
の
お
か
げ

で
国
民
の
教
育
が
徹
底
し
て
行
わ
れ
、
世

界
に
比
し
て
日
本
の
教
育
水
準
は
非
常
に

高
く
評
価
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

就
任
後
最
初
の
話
者
会
見
で
、
真
っ
先

に
前
任
の
鳩
山
氏
の
業
者
テ
ス
ト
と
偏
差

値
の
問
題
を
問
わ
れ
、
同
じ
路
線
を
引
き

継
い
で
い
く
と
返
答
し
た
。

業
者
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
昔
は
進
路

を
決
め
る
と
き
、
自
分
の
力
試
し
の
つ
も

り
で
受
け
た
も
の
だ
が
、
今
は
学
校
側
が

そ
れ
を
取
り
入
れ
て
実
施
し
、
出
さ
れ
た

偏
差
値
に
よ
っ
て
生
徒
を
評
価
し
、
進
路

を
ふ
り
分
け
る
こ
と
に
問
題
か
あ
る
。

現
在
の
高
等
教
育
に
つ
い
て
は
、
大
学

数
が
増
え
大
学
進
学
率
も
高
く
、
外
国
の

教
育
学
者
に
よ
れ
ば
高
等
教
育
で
な
く
普

通
教
育
だ
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

数
は
多
い
が
、
は
た
し
て
満
足
の
い
く
現

状
で
あ
る
か
。
学
生
も
教
え
る
側
も
こ
れ

で
い
い
の
か
、
反
省
の
時
が
来
て
い
る
と

思
う
。
各
大
学
は
こ
れ
か
ら
の
学
生
人
口

減
を
見
越
し
て
、
生
き
残
る
た
め
、
反
省
、

改
善
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

高
校
で
は
、
今
ま
で
普
通
高
校
と
職
業

高
校
で
あ
っ
た
が
、
平
成
六
年
、
各
県
に

一
つ
総
合
高
校
を
開
設
し
、
選
択
制
と
単

位
制
で
よ
り
個
人
の
自
由
選
択
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

小
学
校
も
将
来
の
生
徒
数
の
減
少
に
よ

り
、
き
め
の
細
か
い
、
例
え
ば
チ
ー
ム
テ

ィ
ー
チ
ン
グ

(
一
ク
ラ
ス
を
二
人
で
受
け

持
つ
。
場
合
に
よ
っ
て
は
二
つ
に
分
け
る
)

な
ど
、
ゆ
と
り
あ
る
指
導
法
を
計
画
し
て

い
る
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
は
個
性
化
、

多
様
化
、
国
膳
化
に
な
っ
て
い
く
と
思
う

と
結
ば
れ
た
。

本
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
が
「
高

等
教
育
と
女
性
-
そ
の
社
会
的
還
元
」
で

あ
る
が
、
大
変
示
唆
に
富
む
有
意
養
な
お

話
で
あ
っ
た
。

(
比
留
間
淑
乃
)

競
演
会「

中
東
諸
国
の
歴
史
と
現
状
」

エ
バ
・
ル
テ
キ
工
ウ
ィ
ッ
チ
氏

去
る
三
月
十
八
日
、
飯
田
橋
の
女
性
情

報
セ
ン
タ
ー
で
、
東
京
支
部
恒
例
と
な
っ

た
在
日
外
国
人
に
よ
る
講
演
会
が
催
さ
れ

た
。
講
師
は
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
エ
バ
・
ル

テ
キ
エ
ウ
ィ
ッ
チ
さ
ん
で
、
演
題
は
「
中

東
諸
国
の
歴
史
と
現
状
」
。

ス
ピ
ー
チ
す
る
よ
り
皆
と
話
す
方
が
好

き
と
い
う
エ
バ
さ
ん
の
希
望
で
、
ご
自
分

の
生
い
立
ち
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
を
簡

単
に
語
っ
た
後
、
質
問
に
答
え
な
が
ら
の

座
談
会
と
な
っ
た
。
気
さ
く
で
親
し
み
や

す
い
笑
顔
と
、
其
面
目
に
何
に
で
も
と
り

組
も
う
と
す
る
姿
勢
の
エ
バ
さ
ん
に
、
集

ま
っ
た
人
々
の
間
か
ら
次
々
と
質
問
が
出

た
。質

問
は
、
や
は
り
私
た
ち
に
は
大
変
理

解
し
に
く
い
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
に
関
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
エ
バ
さ
ん
は
「
私

は
ノ
ン
宗
教
家
で
す
か
」
と
こ
と
ね
り
な

が
ら
も
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
考
え
方
、
さ
ま
ざ

ま
な
宗
派
、
宗
派
の
違
い
に
よ
る
対
立
、

そ
し
て
、
エ
バ
さ
ん
の
よ
う
な
宗
教
的
立

場
の
人
は
疎
ま
れ
て
住
み
づ
ら
い
国
内
事

情
な
ど
を
語
っ
た
。
そ
れ
で
も
他
国
よ
り

イ
ス
ラ
エ
ル
の
方
が
良
い
の
は
、
差
別
が

な
い
か
ら
だ
と
の
こ
と
。
新
聞
や
本
か
ら

得
て
い
る
「
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
」
や
「
七

十
年
代
の
大
量
移
民
」
の
知
識
が
、
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
を
帯
び
て
再
認
識
さ
れ
る
感
が

あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
留
学
中
、
日
本
の
唐
津
焼
に

魅
せ
ら
れ
来
日
し
て
八
年
に
な
る
エ
バ
さ

ん
は
、
今
ま
で
住
ん
だ
ど
の
国
よ
り
も
日

本
が
一
番
住
み
よ
い
と
言
う
。
差
別
か
な

い
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
治
安
の
良

さ
を
そ
の
理
由
に
あ
げ
て
、
「
今
、
私
は
東

京
で
四
畳
半
一
間
に
住
ん
で
い
ま
す
。
物

価
高
、
特
に
果
物
の
高
値
は
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
の
わ
た
し
に
は
こ
た
え
ま
す
。
し
か
し
、

女
性
が
外
出
し
て
命
の
危
険
を
感
じ
な
い

で
す
み
、
身
構
え
る
必
要
が
な
い
と
い
う

の
は
私
に
と
っ
て
最
も
大
切
で
、
住
み
よ

い
こ
と
の
第
一
の
条
件
で
す
」
と
語
っ
た
。

私
た
ち
と
異
な
っ
た
体
験
か
ら
生
ま
れ

た
価
値
観
に
触
れ
、
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ

ら
れ
る
講
演
会
だ
っ
た
。

最
後
に
、
エ
バ
さ
ん
が
皆
さ
ん
に
イ
ス

ラ
エ
ル
の
国
を
知
っ
て
ほ
し
い
の
で
と
、

大
使
館
か
ら
借
り
て
き
た
観
光
用
ビ
デ
オ

を
見
た
。
そ
こ
に
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ニ

ュ
ー
ス
報
道
に
は
出
て
こ
な
い
美
し
く
て

の
ん
び
り
し
た
国
「
イ
ス
ラ
エ
ル
」
が
あ

っ
た
。

(
溝
湖
ひ
ろ
子
)

葺
1
・
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第
3
5
回
通
常
総
会
に
出
席
し
て

風
光
に
恵
ま
れ
た
静
岡
に
お
け
る
通
常

総
会
は
三
月
三
十
一
日
、
静
岡
児
童
合
唱

団
の
美
し
い
歌
声
が
響
く
懇
親
会
で
開
幕
。

四
月
一
日
総
会
、
出
席
者
は
国
外
奨
学

生
タ
ン
‥
ン
ン
シ
ア
さ
ん
も
加
、
え
二
〇
二

名
。
青
木
会
長
の
司
会
で
報
告
、
審
議
と

議
事
進
行
。
い
よ
い
よ
来
年
に
迫
っ
た
I

F
U
W
国
際
会
議
の
準
備
進
捗
状
況
に
つ

い
て
房
野
し
A
C
委
貝
長
よ
り
説
明
が
あ

り
、
ま
た
、
目
標
額
に
達
し
て
い
な
い
会

貝
の
募
金
に
つ
い
て
一
層
の
ご
協
力
を
と

加
藤
募
金
委
貝
長
か
ら
お
願
い
が
あ
っ
た
。

今
年
度
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
国
際
大

会
の
専
門
者
会
議
で
の
テ
ー
マ
の
一
つ
に

沿
っ
て
「
高
等
教
育
と
女
性
-
そ
の
社
会

的
還
元
」
と
し
、
向
こ
う
三
年
間
に
ね
た

る
テ
ー
マ
と
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

十
三
年
間
据
え
置
き
の
会
費
は
、
経
費

の
増
加
、
金
利
の
低
下
が
会
の
事
業
を
圧

迫
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
旨
説
明
が
あ
り

活
発
な
質
疑
の
後
、
圧
倒
的
多
数
の
賞
戌

を
得
て
二
千
円
の
値
上
げ
が
可
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
中
村
前
会
長
よ
り
平
和
学
研
究

奨
学
金
基
金
の
募
金
は
間
も
な
く
目
標
額

に
達
す
る
旨
う
れ
し
い
ご
報
告
が
あ
っ
た
。

総
会
の
準
備
、
運
営
に
当
た
ら
れ
た
静

岡
支
部
の
皆
様
の
暖
か
い
お
も
て
な
し
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(
斉
藤
智
恵
)

駿
河
路
を
行
く

四
月
二
日
、
静
岡
支
部
主
催
の
静
岡
、

清
水
市
内
観
光
に
参
加
。
デ
ラ
ッ
ク
ス
パ

ス
で
日
本
式
尊
ゆ
か
り
の
日
本
平
を
へ
て
、

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で
久
能
山
東
尉
官
へ
渡
る
。

残
念
な
が
ら
、
絶
景
も
霧
の
な
か
。
家
康

公
の
遺
命
で
、
元
和
二
年
に
亡
く
な
る
や

一
夜
の
う
ち
に
当
山
に
葬
ら
れ
翌
年
造
営

さ
れ
た
壮
麗
を
権
現
造
り
の
社
に
、
一
同

昇
殿
参
拝
し
終
え
て
外
に
出
る
と
、
輝
く

ば
か
り
の
太
陽
と
青
い
空
。
社
殿
裏
手
の

神
廟
お
き
の
大
木
に
は
「
金
の
成
る
木
」

の
由
来
書
き
。
一
九
九
五
年
I
F
U
W
国

際
会
議
を
控
え
た
し
A
C
の
メ
ン
バ
ー
は
、

霊
験
あ
ら
た
か
を
権
現
様
に
あ
や
か
ら
ん

と
明
る
い
展
望
を
祈
願
す
る
。
帰
り
路
、

眼
下
に
広
が
る
大
海
原
や
日
本
平
か
ら
見

え
る
富
士
山
に
感
嘆
の
声
し
き
り
。

安
倍
川
を
渡
っ
て
、
昼
食
は
丸
子
の
宿
の

名
物
丁
字
屋
の
と
ろ
ろ
汁
を
頂
く
。
麦
飯
に

と
ろ
ろ
、
揚
げ
と
ろ
ろ
に
む
か
ご
と
、
と
ろ

ろ
つ
く
し
。
広
間
の
天
井
に
は
東
海
道
五
十

三
次
宿
場
の
絵
皿
が
見
事
に
並
ぶ
。

パ
ス
は
清
水
港
に
む
か
、
つ
。
足
利
、
徳

川
氏
等
の
帰
依
を
受
け
た
名
刹
清
見
寺
を

拝
観
す
る
。
古
の
関
所
跡
、
か
つ
て
朝
鮮

通
信
使
の
宿
に
も
供
さ
れ
た
寺
と
聞
く
。

本
堂
か
ら
清
水
港
趨
し
に
見
え
る
の
は
三

保
の
松
原
。
五
百
羅
漢
も
裏
の
庭
園
も
緒

樺
を
た
た
ず
ま
い
。

春
う
ら
ら
、
海
沿
い
に
久
能
山
麓
へ
戻

っ
て
茸
狩
り
を
楽
し
む
。
明
治
時
代
に
始

ま
っ
た
石
垣
茸
の
栽
培
は
温
暖
を
こ
の
地

に
ふ
さ
わ
し
い
特
産
物
。
甘
い
香
り
が
満

ち
た
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
、
ミ
ル
ク
片
手
に

摘
み
だ
て
の
茸
を
味
わ
う
。

観
光
の
最
終
地
は
登
呂
遺
跡
。
復
元
さ

れ
た
竪
穴
式
住
居
や
思
っ
た
よ
り
広
い
水

田
跡
に
、
約
二
千
年
も
前
に
共
同
生
活
を

営
ん
で
い
た
弥
生
時
代
の
人
々
の
暮
ら
し

ぶ
り
が
偲
ば
れ
る
。
傍
ら
に
静
岡
市
立
芹

沢
蛙
介
美
術
館
が
あ
り
、
人
間
国
宝
の
染

色
家
と
し
て
名
高
い
氏
の
み
ず
み
ず
し
い

型
絵
梁
の
作
品
や
、
工
芸
品
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
数
々
を
見
学
。
や
が
て
静
岡
駅
に

到
着
。
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
静
岡
支
部
の

方
々
に
お
礼
を
の
べ
て
新
幹
線
の
車
中
へ
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
左
手
車
窓
に
西
日
を

あ
ぴ
た
富
士
山
が
春
の
暮
れ
に
は
珍
し
く

秀
麗
な
姿
を
あ
ら
れ
し
て
、
こ
の
旅
の
終

幕
を
か
ざ
っ
た
。

(
阿
南
糸
代
)

婦
人
の
地
位
委
貴
会
へ
の
お
誘
い

今
年
も
婦
人
の
地
位
委
貝
会
で
は
全
国

セ
ミ
ナ
ー
に
む
け
て
研
究
を
い
た
し
ま
す
。

研
究
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
大
歓
迎
で

す
。
ぜ
ひ
婦
人
の
地
位
委
員
会
の
会
合
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

今
年
か
ら
婦
人
の
地
位
委
貝
会
で
は
、

婦
人
の
地
位
に
関
す
る
基
礎
デ
ー
タ
の
収

集
に
も
穣
極
的
に
と
り
組
み
ま
す
。
具
体

的
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
、
す
で
に
出
版
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
の

収
集
・
研
究

二
、
婦
人
の
地
位
に
関
し
て
開
催
さ
れ
る

総
理
府
や
労
働
省
な
ど
の
公
聴
会
な
ど

へ
の
参
加
に
よ
る
公
的
資
料
の
収
集

三
、
婦
人
団
体
連
絡
会
や
七
婦
人
団
体
議

会
活
動
連
絡
会
な
ど
へ
の
参
加
の
機
会

を
通
し
て
女
性
団
体
の
活
動
に
関
す
る

最
新
博
報
と
デ
ー
タ
の
収
集

ま
た
、
収
集
資
料
の
整
理
に
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
情
報
処
理
技
術
が
必
要
で
す
。

婦
人
の
地
位
委
貝
会
で
、
皆
さ
ん
の
資
科

研
究
や
技
術
的
能
力
を
存
分
に
発
揮
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
ら
と
願
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

(
婦
人
の
地
位
委
貝
会
、
杉
森
長
子
)
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国
立
能
楽
堂
公
演
鑑
賞
記

五
月
晴
れ
の
五
月
十
四
日
、
新
緑
の
中

の
国
立
能
楽
堂
で
、
大
蔵
流
狂
言
「
富
士

松
」
と
喜
多
流
の
能
「
膿
」
を
経
費
し
た
。

こ
の
日
は
普
及
公
演
の
日
に
当
た
り
、

公
演
に
先
だ
っ
て
、
松
本
薙
氏
に
「
出
で

立
ち
が
表
現
す
る
女
」
と
い
う
題
で
お
話

を
伺
っ
た
。
内
田
安
倍
氏
が
ご
子
息
を
モ

デ
ル
に
、
唐
織
着
流
し
、
筆
頭
づ
け
の
若

い
女
性
の
蜜
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
く
だ
さ
る
。
肩
幅
の
が
っ
し
り
し
た

モ
デ
ル
の
青
年
が
、
長
い
黒
髪
の
か
つ
ら

を
つ
け
、
緋
色
の
唐
織
を
身
に
ま
と
い
、

さ
い
ご
に
一
礼
し
て
若
い
女
性
の
面
を
つ

け
た
途
端
、
す
ら
り
と
し
た
、
た
お
や
か

な
女
人
に
変
身
し
た
。
ま
こ
と
、
芸
の
力
、

伝
統
の
世
界
で
あ
る
。
下
着
の
色
や
襟
の

型
、
色
な
ど
で
女
性
の
年
齢
を
表
し
、
唐

紙
の
格
子
の
色
合
い
な
ど
で
身
分
を
表
す

約
束
ご
と
な
ど
伺
う
。
ま
た
、
唐
織
の
ぬ

ぎ
下
げ

(
右
肩
を
ぬ
い
た
姿
)

は
尋
常
で

な
い
状
魅
を
表
現
し
て
お
り
、
ね
ぎ
下
げ

で
笹
を
も
て
ば
狂
女
の
姿
と
な
り
、
恋
人

を
た
ず
ね
歩
く
女
性
や
、
子
ど
も
を
探
す

母
の
資
な
ど
を
表
す
と
か
。
更
に
上
半
身

を
ぬ
い
た
「
も
ぎ
胴
」
は
、
心
が
裸
に
な

る
こ
と
を
意
味
し
、
「
羽
衣
」
の
天
女
や
「
鉄

輪
」
の
妻
女
が
こ
の
蜜
を
し
て
い
る
由
。

完
成
さ
れ
た
能
の
様
式
美
や
型
の
中
に
、

ど
れ
だ
け
多
く
の
約
束
ご
と
や
磨
き
抜
か

れ
た
芸
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

わ
ず
か
一
回
の
お
話
を
伺
っ
た
だ
け
で
も
、

そ
の
奥
深
さ
が
し
の
ば
れ
る
。テ

ン
ポ
の
早

い
狂
言
「
富
士

松
」
で
滑
稽
を

楽
し
ん
だ
後
、

「
級
」
を
見
る
。

源
平
一
の
谷
合

戦
の
折
、
膿
に

梅
の
枝
を
さ
し

て
戦
っ
た
と
い

う
梶
原
源
太
東

李
の
改
革
で
あ

る
。
一
時
は
頼
朝
の
厚
い
信
任
を
受
け
な

が
ら
、
後
に
失
脚
し
、
悲
運
の
最
期
を
遂

げ
た
景
李
の
無
念
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
特
に
前
場
で
の
地
謡
は
低
く
鰯
々
と

し
て
、
笛
の
音
も
哀
調
を
帯
び
、
琵
琶
法

師
の
語
る
平
家
物
語
も
か
く
や
と
思
お
れ

た
。
後
場
は
一
転
、
合
戦
の
場
面
。
唐
織

の
ね
ぎ
下
げ
姿
、
膿
に
梶
の
枝
を
さ
し
、

唐
織
の
袴
を
つ
け
た
若
武
者
が
、
白
刃
を

抜
き
扇
を
か
ざ
し
て
、
激
し
い
戦
い
の
模

様
を
再
現
し
た
。
能
の
演
目
の
中
で
は
、

勝
修
羅
三
番
の
一
つ
と
伺
っ
た
が
、
景
李

へ
の
追
悼
の
思
い
と
と
も
に
、
日
本
人
の

美
意
識
が
込
め
ら
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

(
平
田
宏
子
)

サ
ー
ク
ル
へ
の
お
誘
い

東
京
支
部
で
は
俳
句
会
(
第
二
月
曜
日

午
後
)
読
書
会
(
第
二
火
曜
日
午
後
)
を
、

い
ず
れ
も
毎
月
事
務
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
サ
ー
ク
ル
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
剰
翻
劇
団

比
較
的
や
さ
し
い
テ
キ
ス

ト
を
使
っ
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
既
に
ア

メ
リ
カ
史
、
エ
ッ
セ
イ
二
冊
、
イ
ギ
リ
ス

史
の
四
冊
を
読
了
。
英
語
力
の
不
足
は
想

像
力
と
創
造
力
で
補
い
、
頭
の
体
操
に
は

も
っ
て
こ
い
と
自
画
自
賛
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
あ
き
れ
も
せ
ず
ご
指
導
く
だ
さ

い
ま
し
た
石
塚
英
子
様

(
会
貝
)

に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

九
月
か
ら
形
式
を
変
え
て
再
開
の
予
定
。

テ
キ
ス
ト
は
「
↓
す
e
s
一
〇
「
y
O
f
円
さ
g
】
i
s
h

=
英
語
百
話
」
。
一
九
八
六
年
英
国
B
B
C

で
一
般
視
聴
者
向
け
教
養
番
組
と
し
て
九

回
シ
リ
ー
ズ
で
放
映
さ
れ
、
好
評
だ
っ
た

も
の
で
、
そ
の
収
集
資
料
を
も
と
に
絹
さ

ん
さ
れ
た
本
を
、
更
に
ア
ラ
ン
・
ブ
ー
ス

氏
が
ア
レ
ン
ジ
改
訂
し
た
も
の
を
使
い
ま

す
。
英
語
の
発
達
過
程
と
現
在
の
多
様
な

姿
、
英
語
民
族
の
移
動
と
と
も
に
世
界
各

地
に
波
及
し
変
貌
を
と
げ
て
い
く
様
子
を
、

一
般
教
養
レ
ベ
ル
で
興
味
深
く
ま
と
め
て

い
ま
す
。

隔
週
金
境
目
、
飯
田
橋
・
女
性
請
執
セ

シ
タ
ー
、
定
貝
十
名
、
講
師
未
定
。

②
到
請
出

平
家
物
語
(
角
川
文
庫

上
・
下
)

の
下
巻
へ
読
み
進
ん
で
い
ま
す
。

山
川
正
子
様

(
会
貝
)

を
講
師
に
、
お
話

は
平
家
物
語
に
留
ま
ら
ず
、
わ
き
道
に
そ

れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
れ
も
ま
た
楽
し
い

と
好
評
。

第
二
・
四
月
昭
日
午
後
、
文
京
区
汐
見

会
館
、
千
代
田
線
千
駄
木
下
車
。

③
測
拘
引
別
図

知
ら
れ
て
い
る
お
り
に

は
知
ら
な
い
都
内
や
近
郊
の
名
所
旧
跡
を

的
半
日
行
程
で
散
歩
す
る
気
楽
な
会
で
す
。

サ
ー
ク
ル
会
貝
に
登
録
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、

そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
谷
中
・
佃

島
・
根
津
界
隈
・
酉
の
市
・
江
戸
東
京
博

物
飾
・
王
子
界
隈
と
古
河
庭
園
を
訪
ね
ま

し
た
。①

②
③
と
も
詳
細
は
峯
川
ま
で
。

電
話
〇
三
-
三
六
八
四
-
八
三
〇
七

南
ア
フ
リ
カ
大
使
公
邸
訪
問

財
務
委
員
会
主
催

五
月
十
三
日
(
金
)

マ
ン
デ
ラ
新
大
統

領
誕
生
と
い
う
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し

た
直
後
、
麻
布
の
南
ア
フ
リ
カ
大
使
公
邸

を
総
勢
四
十
名
で
訪
問
。
政
治
の
話
は
抜

き
に
し
て
、
シ
ャ
ン
パ
ン
や
ワ
イ
ン
片
手

に
大
使
夫
人
心
尽
く
し
の
お
も
て
な
し
を

頂
き
、
充
ち
足
り
た
一
日
で
あ
っ
た
。
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1 993年度大学婦人協会東京支部決算報告 1 9 94年度予算

1993年4月1日‾199離構戸 1994年4月1日‾1995範評謂収入の輝

科 目 予算額 決算額 差 額 億 キ 予饗額 備 考 

I 会 費 収 入 1.100.000 1.276.000 十176.000 2側0×638口 1.500.000 3.000×500口 

lI墓本財度利息偶人 100.000 IOl.025 十1.025 00.000 

Ⅲ 連用財産利意収入 5.000 2.733 -2.267 2,000 

Ⅳ 寄 付 収 入 300.000 544.649 十244.649 寄付、参加費、バザー他 300.000 寄付、書加賀、バザー他 

Ⅴ 雛∴∴収 入 20.000 30.000 十10.000 入会ミ付登100×50支事後具賃2500×1 30.000 入金遭付会、撮具費他 

当 期 収 入 合 計 1.525.000 1.954.407 十429.407 1.922.000 

前 期 継 越 金 1.064,925 1.064.925 0 994.601 

収 入 合 計 2.589.925 3.O19.332 十429.407 2.916.601 

科 目 予算額 決算額 差 頼 備 考 予算額 備 考 

I 管 埋 貫 l.090.000 1.053.217 -36,783 1.160.000 

(1)徽 語 義 80.000 47.041 -32.959 

文具、コピー、振込用紙 

20.000 

文具コピー、タックシール、′γプン用峨 (2)消∴耗 品 貫 100.000 111.766 +11.766 120.000 

(3)印 刷 製 本 費 35,000 56.080 十21.080 支部お知らせ 僧 脚.000 支部お知らせ、他 

(4)通 信 費 300.000 290.050 -9.950 支部お知らせ、本部会報 400.000 支部お知らせ、本部会報 

(5)交 通 費 75.000 64.製陶 ー10.120 70.000 

本部へ分担金 本部へ分担金 (6)事 暮 所 要 100.000 100.000 0 重00.00 

(7)事 真 手 当 400.000 383.400 -16.600 事鷺員給料一部負担 他 400.000 事蔦員給料一部貫担、他 

Ⅱ 運 営 費 105.000 88.268 -16.732 120.000 

(1)継 会 費 55.000 56.185 +1,185 会場費、マイク等、菓子代 60.000 会場費、マイク守、要子代 

(2)委 細 会 費 50.000 32.003 -17.917 60.000 

Ⅲ 事 業 費 650.000 633.246 -16.754 ともしぴ(3国分〉重油会他 650.000 ともしぴ、購機会、他 

Ⅳ 千 億 着 20.000 0 -20,000 20.000 

Ⅴ 墓 本 金 構 立 200.000 250.000 十的.000 賞付信韓 200.くけ0 賞付信龍 

当 期 支 出 合 請 2.065.000 2.024.731 -40.269 2.150.000 

次 期 繰 越 金 524.925 994.601 +469.676 766.601 

支 出 合 計 2.589.925 3.019.332 +429.407 2.916.601 

1994年3月31日現在

基本色財政状況:基本色 2.772.軸1貸付信耗 2.772.軸l-三井僧職鎮行 新宿西口支店

運用財政状況:継越金 的4.001普通預金 911.784一三井僧職鱒行 新宿西口支店

現 金 82.817

会 計 相木 三根子 高井 敬子

厳正に藍査いたしました結果、正碑に記成されており、間違いないことを柾嘱いたします。

金子 京子1絢4年4月5日 食対義査 簾井 麟忘

「
葵
祭
ツ
ア
I
」
財
務
委
員
会
主
催

(
五
月
十
五
日
・
十
六
日
参
加
者
四
一
人
)

葵
祭
が
雨
で
順
延
に
な
っ
た
た
め
忙
し

い
旅
行
で
し
た
。

十
五
日

京
都
国
立
博
物
館
(
平
安
建

都
千
二
百
年
記
念
特
別
展
「
王
朝
の
美
」
)

-
伏
見
稲
荷
←
黄
東
山
万
福
寺
(
昼
食
=

普
茶
料
理
)
←
東
福
寺
←
ホ
テ
ル
。

雨
中
の
移
動
で
し
た
が
、
お
寺
の
木
々

の
線
に
心
が
和
み
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都

支
部
の
方
々
十
一
人
と
の
夕
食
会
で
は
楽

し
い
ひ
と
と
き
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

十
六
日

黄
楊
院
(
大
徳
寺
)
-
御
所

(
こ
の
旅
行
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
葵
祭
)
←
長
浜

(
昼
食
)
-
西
明
寺
-
彦
根
城
-
帰
京
。

葵
祭
は
凶
作
の
続
い
た
欽
明
天
皇
の
代

に
賀
茂
神
の
集
り
を
鎮
め
る
た
め
卯
月
の

吉
日
に
鈴
を
つ
け
た
馬
を
走
ら
せ
て
祭
礼

と
し
、
五
穀
豊
纏
を
祈
願
し
た
の
が
始
ま

り
と
い
う
例
祭
で
、
宮
中
、
路
頭
、
社
頭

の
三
儀
式
か
ら
な
り
、
私
た
ち
の
見
物
し

た
路
頭
の
儀
は
、
生
の
英
の
葉
を
つ
け
た

王
朝
風
俗
で
御
所
を
出
、
下
鴫
神
社
を
経

て
上
賀
茂
神
社
へ
徒
歩
・
牛
車
・
馬
で
向

か
う
行
列
の
こ
と
。

華
や
か
さ
と
雅
や
か
さ
に
目
を
奪
ね
れ

た
も
の
の
、
人
間
の
都
合
で
行
列
に
加
わ

り
、
い
や
が
る
馬
、
立
ち
往
生
す
る
馬
に

同
情
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
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罰
即
め
ま
し
て

先
輩
の
ご
紹
介
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

石
山
純
子
(
聖
)

先
輩
の
お
誘
い
で
安
貞
の
メ
ン
バ
I
に

入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
も
ね
か
り

ま
せ
ん
が
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

網
田
貫
紀
子

(
京
女
)

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
入
会
し
ま

し
た
が
、
奉
仕
と
犠
牲
の
精
神
で
積
極
的

に
活
動
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
輩
方
か
ら

ご
指
導
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
お
役
に
立

ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

西
尾
順
子

(
東
女
)

こ
の
会
の
発
展
の
た
め
、
歴
代
の
委
貝

や
会
貝
の
方
々
が
ご
尽
力
さ
れ
た
お
仲
間

へ
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
の
会
の
活
性
化
と
い
う
重
要
な

課
題
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
何
か
お

手
伝
い
か
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

堀
口
裕
子
(
実
)

人
と
出
会
う
こ
と
は
、
自
己
を
知
る
こ

と
で
あ
る
。
素
敵
な
出
会
い
を
求
め
て
成

長
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

待
場
田
嶋
子
(
大
女
)

井
の
中
の
蛙
が
少
し
外
の
空
気
に
ふ
れ

た
い
と
思
っ
て
い
た
と
き
、
お
誘
い
を
受

け
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
吸
収
し
成
長
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

松
本
佳
子
(
茶
)

大
学
婦
人
協
会
の
内
容
も
は
っ
き
り
把

握
し
て
い
な
い
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
少
し
で
も
会
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

百
束
礼
子
(
京
女
)

行
事
報
告
・
予
定

寄
贈
図
書
紹
介

4
月
2
3
日

東
京
支
部
総
会
、
於
国
立
教

育
会
館

5
月
1
3
日

南
ア
フ
リ
カ
大
使
公
邸
訪
問

(
財
務
)

5
月
‖
日

国
立
能
楽
堂

公
演

鑑
賞

5
月
帖
日

英
祭
ツ
ア
ー
(
財
務
)

1
6
日

5
月
2
5
日

第
六
回
漫
歩
く
ら
ぶ

了
月
1
日

講
演
会

訂
正

「
と
も
し
び
十
五
号
」
一
頁
「
講
演
二

題
」
中
、
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
建
築
」

講
師
・
岡
田
宏
氏
は
闇
討
宏
氏
の
誤
り
、

ま
た
、
三
頁
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
高

齢
社
会
」
三
校
二
行
目
「
有
利
者
及
び
有

割
経
験
者
」
、
五
頁
へ
地
方
支
部
よ
り
)
十

三
行
目
「
有
利
者
」
は
い
ず
れ
も
「
有
利

者
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

○
合
同
歌
集
「
窓
」
土
短
歌
会

短
歌
出
版
社

浦
和
家
裁
家
事
調
停
委
貝
七
名
の

自
選
作
品
集

寄
贈
者

清
水
埜
子
氏

(
川
越
見

学
の
案
内
者
)

○
句
集
「
山
日
和
」

東
京
四
季
出
版

俳
人
協
会
会
貝
「
春
燈
」
同
人

柴
崎
富
子
菩

…
詣
贈
者
柴
崎
富
子
氏

O
「
闘
妃
暗
殺
」

「
姑
し
み
の
鼻
サ
ハ
リ
ン
」

新
潮
社

角
田
房
子
善

寄
贈
者

阿
南
糸
代
氏

7
月
宣
日

7
月
6
日

1
 
0
月
8
日

9
日

1
 
0
月
鳩
目

1
0
月

1
1
月

1
月
2
 
1
日

「
統
一
な
っ
た
ド
イ
ツ
の
現

状
」
小
平
シ
ュ
ム
プ
唄
氏

「
と
も
し
ぴ
」
1
6
号
発
行

谷
川
岳
バ
ス
ツ
ア
ー
(
財
務
)

I
A
U
W
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ

「
高
等
教
育
と
女
性

-
そ
の
社
会
的
還
元
」

(
海
外
職
業
訓
練
協
力
セ
ン

タ
ー
=
0
V
T
A
)

三
越
歌
舞
伎
(
財
務
)

寛
永
寺
見
学

雅
楽
講
座

新
春
の
つ
ど
い

(
本
部
)

編
集
後
記

「
留
学
生
相
談
室
」
「
さ
お
や
か
セ
ン
タ

I
」

へ
昨
十
二
月
寄
付
し
た
こ
と
、
l

A
U
W
平
和
学
研
究
奨
学
金
基
金
へ
拠

出
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

七
人
で
赤
エ
ン
ピ
ツ
を
手
に
原
稿
用
紙

の
山
に
向
か
う
。
ふ
と
高
校
時
代
の
文
芸

部
の
部
室
を
思
い
出
す
。
昔
、
え
せ
文
学
少

女
、
今
も
や
っ
ぱ
り
え
せ
編
集
子
か
、
な

ん
て
粋
が
っ
て
い
る
新
入
り
で
す
。
(
坂
)

小
学
生
の
時
以
来
何
十
年
ぶ
り
か
の
編

集
の
仕
事
だ
っ
た
の
で
、
不
安
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
が
、
先
輩
方
の
手
際
の
良
さ
に

す
っ
か
り
安
心
し
て
…
…
。

(
石
)

美
し
い
線
の
季
節
。
初
め
て
と
り
組
ん

だ
「
と
も
し
び
」
の
編
集
。
先
輩
方
の
熱

意
に
ふ
れ
、
楽
し
く
携
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
新
米
と
し
て
は
次
号
へ
の
良
い

足
か
か
り
に
な
り
ま
し
た
。

(
松
)

相
集
に
あ
た
り
、
「
改
定
現
代
仮
名
づ
か

い
」
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
ま
し
た
。
(
係
)

と
も
し
び
十
六
号

発
行
日
一
九
九
四
年
七
月
一
日

発
行
大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

と
も
し
び
編
集
部

〒
脚
新
宿
区
新
宿
七
十
七
十
八
戸
山
マ
ン
シ
ョ
ン
二
四
一
号

憎
〇
三
-
三
二
〇
二
-
〇
五
七
二

印
刷
タ
ナ
カ
印
刷
㈱


